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90秒でわかる今週 エグゼクティブサマリー
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宇宙産業:個別発表から認定証拠へ境界が移動
日本語記事13件を棚卸しし、意思決定に重要なテーマを選定した。

シグナル 01 | 部品

宇宙船耐熱シールドの溶融挙動|AIとX線による
可視化と設計最適化
科学者たちは、先進X線画像技術と人工知能(AI)を組み合わせた
新手法を開発し、宇宙船の耐熱シールドが大気圏再突入中に内
部でどのように溶融・変形するかをリアルタイムで観察するこ
とに成功しました。この画期的な技術は、SLA-561VやSLA-220
といった材料が3,000°F(約1,650°C)を超える極限温度でどのよう
に劣化し、内部にボイド(空隙)が形成されるかを詳細に明らかに
します。これにより、将来の宇宙ミッションにおける耐熱シー
ルドの設計と材料選択を最適化するための重要なデータが得ら
れます。

シグナル 02 | 宇宙機

Google TPU|SpaceXによる初の軌道上試験と
2027年の計画
Googleは、宇宙空間でのAIデータセンター実現を目指す「
Project Suncatcher」の一環として、AI半導体Tensor
Processing Unit(TPU)を搭載した試験衛星をSpaceXのFalcon 9
ロケットで軌道へ打ち上げました。これは、AIチップの性能と
真空および放射線という極限環境下での放熱性を検証するため
の初の軌道上試験となります。

シグナル 03 | 打上げ

LGの宇宙グレード部品開発|ヌリロケット搭載
によるコスト削減と期間
LGサイエンスパークは、LG Electronics、LG Innotek、LG
Energy Solutionの5つの部品が、韓国のヌリロケットの5回目の
打ち上げにおいてCubeSatに搭載され、宇宙実証試験が実施さ
れると発表しました。このプロジェクトは、地上で性能と信頼
性が実証済みの商用部品を宇宙グレードとして再利用すること
で、開発コストと期間を大幅に削減することを狙っています。
CubeSatは高度570kmの軌道に投入された後、約60日間にわた
り各部品の動作試験を順次実施します。

シグナル 04 | 軌道サービス

月面3Dプリンティング|レゴリスと再生PEKK
樹脂を用いた材料の課題
コンコルディア大学の研究チームは、月のレゴリス模擬物と再
生可能な高性能プラスチック(PEKK)を組み合わせることで、将
来の月面ミッション向け3Dプリント部品を製造できることを実
証しました。学術誌『Composites Part B: Engineering』に掲載
されたこの研究は、レゴリス添加が熱処理中の収縮と反りを低
減する一方で、多孔性と脆性が増加することを発見しました。
この閉ループアプローチは、月面でのオンサイト製造における
持続可能性に貢献しますが、材料特性の最適化が今後の課題で
す。

編集判断

今週の経営判断は ミッション証拠、打上げ採算、供給強靭性、規制アクセス に集中する。自社条
件で関連証拠を再現できる場合だけ次へ進む。

経営の3アクション
1. 事業会社: 発表、資金確保、許認可、打上げ、軌道運用を分けて評価する.
2. 供給企業: 部品とサービスを宇宙環境、履歴、打上げ頻度に対して認定する.
3. 経営層: 資金、許認可、打上げ日、軌道性能、能力、保険.

証拠の読み方
FACTは収集記事に書かれた内容、事業への読みとACTIONは編集判断、UNKNOWNは記事だけでは確定しない項目を示す。リンク先が
あることだけで、全主張が独立検証済みとは扱わない。



今週の主要数値 条件付き証拠
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条件と一緒に読む主要数値・証拠5件

2027年
A08

数値の条件

Googleは、宇宙空間でのAIデータセンター実現を目指す「Project Suncatcher」の一環として、
AI半導体Tensor Processing Unit(TPU)を搭載した試験衛星をSpaceXのFalcon 9ロケットで軌道
へ打ち上げました。これは、AIチップの性能と真空および放射線という極限環境下での放熱性
を検証するための初の軌道上試験となります。

570km
A03

数値の条件

LGサイエンスパークは、LG Electronics、LG Innotek、LG Energy Solutionの5つの部品が、韓
国のヌリロケットの5回目の打ち上げにおいてCubeSatに搭載され、宇宙実証試験が実施される
と発表しました。このプロジェクトは、地上で性能と信頼性が実証済みの商用部品を宇宙グレー
ドとして再利用することで、開発コストと期間を大幅に削減することを狙っています。

15年
A11

数値の条件

AMDは、最長15年間の宇宙ミッションをサポートする強化された宇宙グレードパッケージの
Versal AI Core XQRVC1902適応型SoCのサンプル出荷を開始しました。この放射線耐性チップ
は、プログラマブルロジック、AIエンジン、Armコアを統合し、軌道上および月面での高性能
なオンボード処理を実現します。

2026年
A07

数値の条件

中国は2026年1月から9月までに70回のロケット打ち上げを成功させ、過去最高の記録を樹立し
ました。特に商業宇宙企業が再使用型ロケット技術と衛星サービスを急速に発展させており、
CAS Spaceはロケットの組み立てサイクルを15日に短縮、LandSpaceは「朱雀3号Y2」で制御
着陸回収を成功させました。

2028年
A02

数値の条件

NASAは、月での持続的なプレゼンス確立、有人火星ミッション、および外太陽系探査のために、
太陽に依存しない原子力電源の重要性を強調しています。2028年には、初の核分裂式惑星間宇
宙船「Space Reactor-1 Freedom」が火星へ向けて打ち上げられ、核電気推進を実証するとと
もに、3機のSkyFallヘリコプターを火星に届けます。

数値の読み方
数値は収集記事が示した条件と一緒に掲載する。試験法、寸法、温度、商用段階が異なる値を、条件補正なしで比較しな
い。



境界はどこで動いたか バリューチェーン / 証拠
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バリューチェーンはどこで動いたか
各段階に主テーマと補助テーマを接続する。矢印は装飾ではなく、次工程へ渡す証拠を示す。

1

部品
P01/P06

科学者たちは、先進X線
画像技術と人工知能(AI)
を組み合わせた新手法
を開発し、宇宙船の耐
熱シールドが大気圏再
突入中に内部でどのよ
うに溶融・変形するか
をリアルタイムで観察
することに成功しまし
た。

2

宇宙機
P02/P07

Googleは、宇宙空間で
のAIデータセンター実
現を目指す「Project
Suncatcher」の一環と
して、AI半導体Tensor
Processing Unit(TPU)
を搭載した試験衛星を
SpaceXのFalcon 9ロケッ
トで軌道へ打ち上げ。

3

打上げ
P03/P08

LGサイエンスパークは、
LG Electronics、LG
Innotek、LG Energy
Solutionの5つの部品が、
韓国のヌリロケットの5
回目の打ち上げにおい
てCubeSatに搭載され、
宇宙実証試験が実施さ
れると発表しました。

4

軌道サービス
P04/P09

コンコルディア大学の
研究チームは、月のレ
ゴリス模擬物と再生可
能な高性能プラスチッ
ク(PEKK)を組み合わせ
ることで、将来の月面
ミッション向け3Dプリ
ント部品を製造できる
ことを実証しました。

5

下流市場
P05/P10

AMDは、最長15年間の
宇宙ミッションをサポー
トする強化された宇宙
グレードパッケージの
Versal AI Core
XQRVC1902適応型SoC
のサンプル出荷を開始
しました。

各受渡しで必要な証拠

部品 → 宇宙機 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 資金、許認可、打上げ
日、軌道性能、能力、保険.

宇宙機 → 打上げ 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 資金、許認可、打上げ
日、軌道性能、能力、保険.

打上げ → 軌道サービス 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 資金、許認可、打上げ
日、軌道性能、能力、保険.

軌道サービス → 下流市場 試験条件、受入基準、故障データ、担当、判断日を渡し、再確認する: 資金、許認可、打上げ
日、軌道性能、能力、保険.

共通管理点

担当者が関連証拠を再現し、次を記録するまで商用判断へ進めない: 資金、許認可、打上げ日、軌
道性能、能力、保険.



プライオリティマップ 成熟度 / 次の判断場所
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プライオリティマップ:実装成熟度と次の判断場所

次の判断場所（上下は優劣を示さない）

実装成熟度 →

研究 試作 共同評価 製品採用 量産

技術・工程

システム・導入

事業・制度・供給

P01

P02

P03

P04

P05 P06P07

P08
P09

P10

P01 宇宙船耐熱シールドの溶融挙動|AIとX
線による可視化と設計最適化
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P02 Google TPU|SpaceXによる初の軌道上
試験と2027年の計画
事業・制度・供給 | 根拠: インフラ

P03 LGの宇宙グレード部品開発|ヌリロケッ
ト搭載によるコスト削減と期間
システム・導入 | 根拠: 商用

P04 月面3Dプリンティング|レゴリスと再
生PEKK樹脂を用いた材料の課題
技術・工程 | 根拠: 統合・事業語なし

P05 Versal AI Core XQRVC1902|AMDの宇宙
用SoC、量産時期と性能
システム・導入 | 根拠: 量産

P06 中国の再使用ロケット|2026年の打ち
上げ回数と量産サイクルの現状
システム・導入 | 根拠: 量産

P07 NASAの核分裂式宇宙船|2028年火星打
ち上げと月面発電の計画
システム・導入 | 根拠: システム

P08 Power Tower|Blue Originの月面太陽
光発電、10kW超の供給性能
事業・制度・供給 | 根拠: インフラ

P09 Blue Origin Power Tower|NASA月面基
地向け10kW超発電の性能
事業・制度・供給 | 根拠: インフラ

P10 Google Project Suncatcher|光通信の
採用と2027年までの計画
システム・導入 | 根拠: 採用

再現可能な配置ルール
横軸は研究・試作・共同評価・製品採用・量産の5段階。縦の帯は次の判断場所を技術・工程、システム・導入、事業・制度・供給に分
ける。まず記事見出しの根拠語を使い、見出しで判断できない場合だけ概要を参照する。上下は影響の大小を意味しない。円径は編集ス
コアを示す。



重点テーマ 01-02 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P01 宇宙船耐熱シールドの溶融挙動|AIとX線による可視化と設計最適化

A05 | 部品 | 試作 日付未収録

FACT
科学者たちは、先進X線画像技術と人工知能(AI)を組み合わせた
新手法を開発し、宇宙船の耐熱シールドが大気圏再突入中に内
部でどのように溶融・変形するかをリアルタイムで観察するこ
とに成功しました。この画期的な技術は、SLA-561VやSLA-220
といった材料が3,000°F(約1,650°C)を超える極限温度でどのよ
うに劣化し、内部にボイド(空隙)が形成されるかを詳細に明ら
かにします。これにより、将来の宇宙ミッションにおける耐熱
シールドの設計と材料選択を最適化するための重要なデータが
得られます。

なぜ重要か
判断上の焦点は「ミッション証拠、打上げ採算、供給強靭性、
規制アクセス」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条
件で再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、部品とサービスを宇宙環境、
履歴、打上げ頻度に対して認定する。

ACTION
30日以内に、発表、資金確保、許認可、打上げ、軌道運用を分
けて評価する。結果と担当者をP01の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 資金、許認可、打上げ日、軌道
性能、能力、保険。

編集スコア 19/25 | 成熟度 2/5 | 判断場所: 技術・工程

P02 Google TPU|SpaceXによる初の軌道上試験と2027年の計画

A08 | 宇宙機 | 製品採用 日付未収録

FACT
Googleは、宇宙空間でのAIデータセンター実現を目指す「
Project Suncatcher」の一環として、AI半導体Tensor
Processing Unit(TPU)を搭載した試験衛星をSpaceXのFalcon 9
ロケットで軌道へ打ち上げました。これは、AIチップの性能と
真空および放射線という極限環境下での放熱性を検証するため
の初の軌道上試験となります。Googleは2027年にさらに2機の
衛星を打ち上げ、軌道上のデータセンターに不可欠な衛星間レー
ザー通信のテストを計画しており、宇宙におけるAIインフラの
構築を本格化させます。この試験は、将来の宇宙AIコンピュー
ティングの実現に向けた重要な一歩となります。

なぜ重要か
判断上の焦点は「ミッション証拠、打上げ採算、供給強靭性、
規制アクセス」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条
件で再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、部品とサービスを宇宙環境、
履歴、打上げ頻度に対して認定する。

ACTION
30日以内に、発表、資金確保、許認可、打上げ、軌道運用を分
けて評価する。結果と担当者をP02の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 資金、許認可、打上げ日、軌道
性能、能力、保険。

編集スコア 18/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: 事業・制度・供給



重点テーマ 03-04 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P03 LGの宇宙グレード部品開発|ヌリロケット搭載によるコスト削減と期間

A03 | 打上げ | 製品採用 日付未収録

FACT
LGサイエンスパークは、LG Electronics、LG Innotek、LG
Energy Solutionの5つの部品が、韓国のヌリロケットの5回目
の打ち上げにおいてCubeSatに搭載され、宇宙実証試験が実施
されると発表しました。このプロジェクトは、地上で性能と信
頼性が実証済みの商用部品を宇宙グレードとして再利用するこ
とで、開発コストと期間を大幅に削減することを狙っています。
CubeSatは高度570kmの軌道に投入された後、約60日間にわた
り各部品の動作試験を順次実施します。このアプローチは、宇
宙産業におけるコスト効率の高い部品開発の新たな道を開きま
す。

なぜ重要か
判断上の焦点は「ミッション証拠、打上げ採算、供給強靭性、
規制アクセス」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条
件で再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、部品とサービスを宇宙環境、
履歴、打上げ頻度に対して認定する。

ACTION
30日以内に、発表、資金確保、許認可、打上げ、軌道運用を分
けて評価する。結果と担当者をP03の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 資金、許認可、打上げ日、軌道
性能、能力、保険。

編集スコア 18/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: システム・導入

P04 月面3Dプリンティング|レゴリスと再生PEKK樹脂を用いた材料の課題

A10 | 軌道サービス | 共同評価 日付未収録

FACT
コンコルディア大学の研究チームは、月のレゴリス模擬物と再
生可能な高性能プラスチック(PEKK)を組み合わせることで、将
来の月面ミッション向け3Dプリント部品を製造できることを実
証しました。学術誌『Composites Part B: Engineering』に掲
載されたこの研究は、レゴリス添加が熱処理中の収縮と反りを
低減する一方で、多孔性と脆性が増加することを発見しました。
この閉ループアプローチは、月面でのオンサイト製造における
持続可能性に貢献しますが、材料特性の最適化が今後の課題で
す。

なぜ重要か
判断上の焦点は「ミッション証拠、打上げ採算、供給強靭性、
規制アクセス」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条
件で再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、部品とサービスを宇宙環境、
履歴、打上げ頻度に対して認定する。

ACTION
30日以内に、発表、資金確保、許認可、打上げ、軌道運用を分
けて評価する。結果と担当者をP04の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 資金、許認可、打上げ日、軌道
性能、能力、保険。

編集スコア 18/25 | 成熟度 3/5 | 判断場所: 技術・工程



重点テーマ 05-06 FACT / 事業判断 / ACTION / UNKNOWN
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P05 Versal AI Core XQRVC1902|AMDの宇宙用SoC、量産時期と性能

A11 | 下流市場 | 量産 日付未収録

FACT
AMDは、最長15年間の宇宙ミッションをサポートする強化され
た宇宙グレードパッケージのVersal AI Core XQRVC1902適応型
SoCのサンプル出荷を開始しました。この放射線耐性チップは、
プログラマブルロジック、AIエンジン、Armコアを統合し、軌
道上および月面での高性能なオンボード処理を実現します。こ
のパッケージは、熱的および機械的ストレスを軽減するために
先進的な有機リッドレスアーキテクチャを採用しており、
Class Y飛行認定ユニットは2027年後半に出荷される予定です。

なぜ重要か
判断上の焦点は「ミッション証拠、打上げ採算、供給強靭性、
規制アクセス」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条
件で再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、部品とサービスを宇宙環境、
履歴、打上げ頻度に対して認定する。

ACTION
30日以内に、発表、資金確保、許認可、打上げ、軌道運用を分
けて評価する。結果と担当者をP05の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 資金、許認可、打上げ日、軌道
性能、能力、保険。

編集スコア 18/25 | 成熟度 5/5 | 判断場所: システム・導入

P06 中国の再使用ロケット|2026年の打ち上げ回数と量産サイクルの現状

A07 | 部品 | 量産 日付未収録

FACT
中国は2026年1月から9月までに70回のロケット打ち上げを成
功させ、過去最高の記録を樹立しました。特に商業宇宙企業が
再使用型ロケット技術と衛星サービスを急速に発展させており、
CAS Spaceはロケットの組み立てサイクルを15日に短縮、
LandSpaceは「朱雀3号Y2」で制御着陸回収を成功させました。
また、CAS Spaceは2027年第1四半期に再使用型準軌道ロケッ
ト「利鴻2号」で医薬品結晶化実験を行う計画で、中国の宇宙
産業が打ち上げ能力と先進技術で世界の最前線に躍り出ていま
す。

なぜ重要か
判断上の焦点は「ミッション証拠、打上げ採算、供給強靭性、
規制アクセス」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条
件で再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、部品とサービスを宇宙環境、
履歴、打上げ頻度に対して認定する。

ACTION
30日以内に、発表、資金確保、許認可、打上げ、軌道運用を分
けて評価する。結果と担当者をP06の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 資金、許認可、打上げ日、軌道
性能、能力、保険。

編集スコア 18/25 | 成熟度 5/5 | 判断場所: システム・導入
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P07 NASAの核分裂式宇宙船|2028年火星打ち上げと月面発電の計画

A02 | 宇宙機 | 共同評価 日付未収録

FACT
NASAは、月での持続的なプレゼンス確立、有人火星ミッショ
ン、および外太陽系探査のために、太陽に依存しない原子力電
源の重要性を強調しています。2028年には、初の核分裂式惑星
間宇宙船「Space Reactor-1 Freedom」が火星へ向けて打ち上
げられ、核電気推進を実証するとともに、3機のSkyFallヘリコ
プターを火星に届けます。また、月面には「Lunar Reactor-1」
が設置され、月面初の核分裂発電システムとして、長い月の夜
の間も月面基地に電力を供給する計画です。

なぜ重要か
判断上の焦点は「ミッション証拠、打上げ採算、供給強靭性、
規制アクセス」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条
件で再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、部品とサービスを宇宙環境、
履歴、打上げ頻度に対して認定する。

ACTION
30日以内に、発表、資金確保、許認可、打上げ、軌道運用を分
けて評価する。結果と担当者をP07の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 資金、許認可、打上げ日、軌道
性能、能力、保険。

編集スコア 18/25 | 成熟度 3/5 | 判断場所: システム・導入

P08 Power Tower|Blue Originの月面太陽光発電、10kW超の供給性能

A13 | 打上げ | 製品採用 日付未収録

FACT
Blue Originは、月面基地向けに設計された高さ20メートルの自
立型太陽光発電システム「Power Tower」を公開し、地上での
展開試験映像を披露しました。このシステムは、月面環境で
10kWを超える電力を供給することが可能であり、将来の月探
査ミッションにおける持続的な電力供給の基盤となります。軽
量かつモジュール式のアーキテクチャを採用し、LAMPS技術か
ら進化しており、月面への輸送と展開の容易さを追求していま
す。これは、有人月面活動を支える重要なインフラ技術の実証
です。

なぜ重要か
判断上の焦点は「ミッション証拠、打上げ採算、供給強靭性、
規制アクセス」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条
件で再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、部品とサービスを宇宙環境、
履歴、打上げ頻度に対して認定する。

ACTION
30日以内に、発表、資金確保、許認可、打上げ、軌道運用を分
けて評価する。結果と担当者をP08の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 資金、許認可、打上げ日、軌道
性能、能力、保険。

編集スコア 18/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: 事業・制度・供給
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FACTは収集記事に接続し、事業への読み、ACTION、UNKNOWNは編集判断として分離する。

P09 Blue Origin Power Tower|NASA月面基地向け10kW超発電の性能

A09 | 軌道サービス | 製品採用 日付未収録

FACT
Blue Originは、NASAの将来の月面基地向けに、20メートル級
の垂直展開型太陽電池アレイ「Power Tower」を発表しました。
このタワーは、月の南極において10キロワット(kW)以上の電力
を生成するように設計されており、複数のタワーを連結するこ
とで広範な月面電力ネットワークを構築可能なモジュール式アー
キテクチャを採用しています。この技術は、Blue Originの子会
社であるHoneybee RoboticsがNASAのVertical Solar Array
Technology (VSAT) プログラムの下で進めてきた既存の研究開
発を基盤としており、月面での持続可能な活動を支える重要な
インフラとなります。

なぜ重要か
判断上の焦点は「ミッション証拠、打上げ採算、供給強靭性、
規制アクセス」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条
件で再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、部品とサービスを宇宙環境、
履歴、打上げ頻度に対して認定する。

ACTION
30日以内に、発表、資金確保、許認可、打上げ、軌道運用を分
けて評価する。結果と担当者をP09の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 資金、許認可、打上げ日、軌道
性能、能力、保険。

編集スコア 18/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: 事業・制度・供給

P10 Google Project Suncatcher|光通信の採用と2027年までの計画

A04 | 下流市場 | 製品採用 日付未収録

FACT
Googleは、軌道上コンピューティングの最大の未解決課題はチッ
プではなく「配線」、すなわち衛星間の高速データ通信である
と認識し、その解決策として光通信技術を推進しています。同
社の「Project Suncatcher」では、衛星が従来の無線周波数リ
ンクではなく、レーザーを介して通信する自由空間光リンク
(FSO)を採用しており、これは単位電力あたりの帯域幅が大き
く、スペクトルライセンスも不要という利点があります。
Googleは、この技術をさらに進化させるため、2027年までに
さらに2機の衛星を打ち上げる計画です。これにより、宇宙に
おける大規模データセンターの実現に向けた通信インフラが強
化されます。

なぜ重要か
判断上の焦点は「ミッション証拠、打上げ採算、供給強靭性、
規制アクセス」である。見出しだけで採用せず、用途と運用条
件で再現できるかを確認する。

事業への読み
事業会社は現在の認定・調達・製品ロードマップへの影響を比
較する。材料・装置・技術企業は、部品とサービスを宇宙環境、
履歴、打上げ頻度に対して認定する。

ACTION
30日以内に、発表、資金確保、許認可、打上げ、軌道運用を分
けて評価する。結果と担当者をP10の評価票へ記録する。

UNKNOWN
記事だけでは確定しない項目: 資金、許認可、打上げ日、軌道
性能、能力、保険。

編集スコア 18/25 | 成熟度 4/5 | 判断場所: システム・導入
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関係者別プレイブックと0-5年ロードマップ

関係者 NOW | 0-30日 NEXT | 1-12か月 LATER | 1-5年

事業会社 発表、資金確保、許認可、
打上げ、軌道運用を分けて
評価する

量産相当条件で受入基準と
停止基準を明示して評価す
る。

技術・供給者の変更を吸収
できるポートフォリオと設
計へ移る。

材料・装置・技術企業 部品とサービスを宇宙環境、
履歴、打上げ頻度に対して
認定する

顧客と信頼性・工程窓・故
障解析の共通データを作る。

界面、履歴、ライフサイク
ル支援、回収サービスを標
準化する。

商社・投資・法務 Map 資金、許認可、打上げ
日、軌道性能、能力、保険.

能力、品質、変更通知、責
任、代替、撤退を契約へ入
れる。

地域・技術・顧客の集中リ
スクを分散する。

ロードマップ

NOW | 0-30日

証拠台帳
担当: Strategy + quality
成果物: claim, source, condition,
owner

NOW | 0-30日

リスク選別
担当: Procurement + legal
成果物: unknowns, alternatives, stop

NEXT | 1-12か月

共同認定
担当: R&D + supplier
成果物: 工程窓・故障データ

NEXT | 1-12か月

商用ゲート
担当: Business + finance
成果物: 単位採算・供給能力

LATER | 1-5年

プラットフォーム戦略
担当: 経営
成果物: ポートフォリオ・界面ロードマッ
プ

LATER | 1-5年

サービス層
担当: Operations + channel
成果物: 監視・保守・回復

Go / No-Goゲート

ゲート 担当 必要な証拠 中止条件

G1 証拠 品質 出典・試験条件・再現性 追跡可能な証拠なし

G2 統合 研究開発 界面・工程窓・故障解析 システム条件を満たさない

G3 商用 事業 能力・総原価・契約・代替 採算または供給が成立しない

G4 運用 運用 監視・保守・変更通知・撤退 責任ある運用計画なし
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分析対象記事 | 01-07件目
全記事の正式タイトルと元記事URLを省略せず表示する。URLは折返しても全文を保持し、クリックできる。

ID 記事タイトル(全文) 元記事URL(全文・クリック可能)

A01 光衛星間リンク(OISL)とは|LEOデータセンター実現の課題と性能 https://www.mobilityengineeringtech.com/component/content/article/
55965-terabit-optical-communications-in-space-engineering-high-speed
-networks-for-data-centers-in-orbit

A02 NASAの核分裂式宇宙船|2028年火星打ち上げと月面発電の計画 https://www.nasa.gov/space-nuclear/

A03 LGの宇宙グレード部品開発|ヌリロケット搭載によるコスト削減と
期間

https://finance.biggo.com/news/47f93f90-91a4-4f6f-8d5d-a2b98fb9b6b8

A04 Google Project Suncatcher|光通信の採用と2027年までの計画 https://shattered.io/google-suncatcher-planet-2-satellites-2027-2026/

A05 宇宙船耐熱シールドの溶融挙動|AIとX線による可視化と設計最適化 https://www.bioscience.com.pk/en/subject/chemistry/nasas-spacecraft-
shields-face-3-000-f-heat-new-ai-imaging-reveals-what-happens-inside

A06 Artemis II・III|月面隕石観測結果とStarlink通信の導入状況 https://science.nasa.gov/feature/artemis-ii-preliminary-lunar-science-re
port/

A07 中国の再使用ロケット|2026年の打ち上げ回数と量産サイクルの現
状

https://www.friendsofnasa.org/2026/10/chinas-rocket-launches-hit-reco
rd-as.html

https://www.mobilityengineeringtech.com/component/content/article/55965-terabit-optical-communications-in-space-engineering-high-speed-networks-for-data-centers-in-orbit
https://www.mobilityengineeringtech.com/component/content/article/55965-terabit-optical-communications-in-space-engineering-high-speed-networks-for-data-centers-in-orbit
https://www.mobilityengineeringtech.com/component/content/article/55965-terabit-optical-communications-in-space-engineering-high-speed-networks-for-data-centers-in-orbit
https://www.nasa.gov/space-nuclear/
https://finance.biggo.com/news/47f93f90-91a4-4f6f-8d5d-a2b98fb9b6b8
https://shattered.io/google-suncatcher-planet-2-satellites-2027-2026/
https://www.bioscience.com.pk/en/subject/chemistry/nasas-spacecraft-shields-face-3-000-f-heat-new-ai-imaging-reveals-what-happens-inside
https://www.bioscience.com.pk/en/subject/chemistry/nasas-spacecraft-shields-face-3-000-f-heat-new-ai-imaging-reveals-what-happens-inside
https://science.nasa.gov/feature/artemis-ii-preliminary-lunar-science-report/
https://science.nasa.gov/feature/artemis-ii-preliminary-lunar-science-report/
https://www.friendsofnasa.org/2026/10/chinas-rocket-launches-hit-record-as.html
https://www.friendsofnasa.org/2026/10/chinas-rocket-launches-hit-record-as.html
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分析対象記事 | 08-13件目
全記事の正式タイトルと元記事URLを省略せず表示する。URLは折返しても全文を保持し、クリックできる。

ID 記事タイトル(全文) 元記事URL(全文・クリック可能)

A08 Google TPU|SpaceXによる初の軌道上試験と2027年の計画 https://biz.chosun.com/en/en-it/2026/10/02/V5USPGIS75AXVBR2B5A4P
MSMUA/

A09 Blue Origin Power Tower|NASA月面基地向け10kW超発電の性能 https://starlust.org/blue-origin-unveils-giant-power-tower-to-generate-s
olar-energy-for-nas-as-moon-base/

A10 月面3Dプリンティング|レゴリスと再生PEKK樹脂を用いた材料の
課題

https://www.concordia.ca/news/stories/2026/10/06/simulated-moon-soi
l-and-recyclable-thermoplastics-could-help-build-future-space-infrastru
cture-study-shows.html

A11 Versal AI Core XQRVC1902|AMDの宇宙用SoC、量産時期と性能 https://shattered.io/amd-space-grade-versal-xqrvc1902-15-year-mission
s-2026/

A12 RocketAgentとは|液体ロケットエンジン設計を自動化するAIエー
ジェント

https://arxiv.org/html/2610.06044v1

A13 Power Tower|Blue Originの月面太陽光発電、10kW超の供給性能 https://newatlas.com/space-systems/blue-origin-power-tower-solar-mo
on-bases/

https://biz.chosun.com/en/en-it/2026/10/02/V5USPGIS75AXVBR2B5A4PMSMUA/
https://biz.chosun.com/en/en-it/2026/10/02/V5USPGIS75AXVBR2B5A4PMSMUA/
https://starlust.org/blue-origin-unveils-giant-power-tower-to-generate-solar-energy-for-nas-as-moon-base/
https://starlust.org/blue-origin-unveils-giant-power-tower-to-generate-solar-energy-for-nas-as-moon-base/
https://www.concordia.ca/news/stories/2026/10/06/simulated-moon-soil-and-recyclable-thermoplastics-could-help-build-future-space-infrastructure-study-shows.html
https://www.concordia.ca/news/stories/2026/10/06/simulated-moon-soil-and-recyclable-thermoplastics-could-help-build-future-space-infrastructure-study-shows.html
https://www.concordia.ca/news/stories/2026/10/06/simulated-moon-soil-and-recyclable-thermoplastics-could-help-build-future-space-infrastructure-study-shows.html
https://shattered.io/amd-space-grade-versal-xqrvc1902-15-year-missions-2026/
https://shattered.io/amd-space-grade-versal-xqrvc1902-15-year-missions-2026/
https://arxiv.org/html/2610.06044v1
https://newatlas.com/space-systems/blue-origin-power-tower-solar-moon-bases/
https://newatlas.com/space-systems/blue-origin-power-tower-solar-moon-bases/
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#01 光衛星間リンク(OISL)とは｜LEOデータセンター実現の課題と性能

#02 NASAの核分裂式宇宙船｜2028年火星打ち上げと月面発電の計画

#03 LGの宇宙グレード部品開発｜ヌリロケット搭載によるコスト削減と期間

#04 Google Project Suncatcher｜光通信の採用と2027年までの計画

#05 宇宙船耐熱シールドの溶融挙動｜AIとX線による可視化と設計最適化

#06 Artemis II・III｜月面隕石観測結果とStarlink通信の導入状況

#07 中国の再使用ロケット｜2026年の打ち上げ回数と量産サイクルの現状

#08 Google TPU｜SpaceXによる初の軌道上試験と2027年の計画

#09 Blue Origin Power Tower｜NASA月面基地向け10kW超発電の性能

#10 月面3Dプリンティング｜レゴリスと再生PEKK樹脂を用いた材料の課題

#11 Versal AI Core XQRVC1902｜AMDの宇宙用SoC、量産時期と性能

#12 RocketAgentとは｜液体ロケットエンジン設計を自動化するAIエージェント

#13 Power Tower｜Blue Originの月面太陽光発電、10kW超の供給性能



#01 光衛星間リンク(OISL)とは｜LEOデータセンター実

現の課題と性能

概要

低軌道（LEO）データセンターの構想は、地上の土地を消費せずに太陽光発電による

コンピューティング能力を提供する可能性を秘めていますが、これを実現するにはテ

ラビット/秒級のデータ速度を可能にする光衛星間リンク（OISL）が不可欠です。エン

ジニアは、宇宙放射線、打ち上げ時の激しい振動、そして極端な温度差といった過酷

な宇宙環境に耐えうる堅牢なハードウェアの設計に取り組んでいます。この技術の確

立は、軌道上コンピューティングの実現に向けた重要な課題となっています。

公開日 2026年10月01日  Mobility Engineering Technology  アメリカ



詳細

主要成果

低軌道（LEO）データセンターの実現に向け、テラビット/秒（Tbps）級の超高速デー

タ通信を可能にする光衛星間リンク（OISL）技術の開発が急務となっています。この先

進的な通信インフラは、軌道上でのデータ処理能力を地上データセンターと遜色ないレ

ベルに引き上げ、宇宙空間における新たなコンピューティングフロンティアを切り開く

鍵となります。

技術・臨床詳細

軌道上に展開されるデータセンターは、地上の広大な土地を必要とせず、豊富で持続可

能な太陽光エネルギーを利用して稼働するという画期的なコンセプトです。しかし、こ

れらの軌道上施設が大規模なデータ処理を効率的に行うためには、データセンター間、

およびデータセンターと地上局との間で膨大な量のデータを高速にやり取りする能力が

求められます。現在の衛星通信技術では不十分であり、テラビット級のデータ速度を達

成できる光衛星間リンクが必要とされます。

このOISLシステムを設計する上で、エンジニアは複数の技術的課題に直面しています。

第一に、宇宙空間特有の厳しい環境要因への対処です。これには、精密な光学部品や電

子機器を劣化させる宇宙放射線、ロケット打ち上げ時に発生する極端な振動負荷、そし

て宇宙の真空中での広範な温度変動（極低温から高温まで）が含まれます。これらの条

件に耐え、長期にわたり安定して機能する堅牢なハードウェアとソフトウェアを開発す

ることが、成功の鍵となります。

具体的な技術要件としては、高精度なポインティング・トラッキングシステム（指向追

尾システム）が必要であり、高速で移動する衛星間で微細な光ビームを正確に結びつ

け、維持する必要があります。また、光信号の損失を最小限に抑えつつ、長距離伝送を

可能にするための光増幅技術や誤り訂正符号化技術も重要です。

背景・業界文脈

宇宙データセンターの構想は、クラウドコンピューティングの需要が爆発的に増加し、

地上のインフラが飽和状態に近づいている現代において、持続可能な解決策として注目

されています。宇宙空間でのコンピューティングは、地理的な制約を受けず、特定の地

域の電力供給網に依存しない独立したデータ処理能力を提供します。また、太陽エネル

ギーを効率的に利用できるため、環境負荷の低いデータセンター運営が期待されます。



今後の展望

テラビット級の光衛星間リンク技術の確立は、宇宙データセンターを現実のものとし、

地球規模でのデータ処理能力を革新する可能性を秘めています。この技術が進展すれ

ば、地球観測データのリアルタイム処理、宇宙からのAI駆動型サービス、そして将来的

には深宇宙探査ミッションにおける超高速通信ネットワークの構築など、多岐にわたる

応用が期待されます。エンジニアリングチームは、宇宙環境での信頼性と性能を両立さ

せるため、材料科学、光学工学、デジタル信号処理の最先端技術を統合することを目指

しており、その進展が宇宙産業全体の未来を形作ることになるでしょう。

元記事: https://www.mobilityengineeringtech.com/component/content/article/55965-terabit-

optical-communications-in-space-engineering-high-speed-networks-for-data-centers-in-orbit

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mobilityengineeringtech.com/component/content/article/55965-terabit-optical-communications-in-space-engineering-high-speed-networks-for-data-centers-in-orbit
https://www.mobilityengineeringtech.com/component/content/article/55965-terabit-optical-communications-in-space-engineering-high-speed-networks-for-data-centers-in-orbit


#02 NASAの核分裂式宇宙船｜2028年火星打ち上げと

月面発電の計画

概要

NASAは、月での持続的なプレゼンス確立、有人火星ミッション、および外太陽系探

査のために、太陽に依存しない原子力電源の重要性を強調しています。2028年には、

初の核分裂式惑星間宇宙船「Space Reactor-1 Freedom」が火星へ向けて打ち上げ

られ、核電気推進を実証するとともに、3機のSkyFallヘリコプターを火星に届けま

す。また、月面には「Lunar Reactor-1」が設置され、月面初の核分裂発電システム

として、長い月の夜の間も月面基地に電力を供給する計画です。

公開日 2026年10月01日  NASA  アメリカ



詳細

主要成果

NASAは、太陽に依存しない堅牢な電源としての原子力技術に注力し、2028年に初の

核分裂式惑星間宇宙船「Space Reactor-1 Freedom」を火星へ打ち上げます。このミ

ッションでは、核電気推進の実証に加え、3機のSkyFallヘリコプターを火星に届けま

す。さらに、月面初の核分裂発電システムとなる「Lunar Reactor-1」が月面基地に設

置され、長期的な電力供給を可能にします。

技術・臨床詳細

NASAの「 Space Reactor-1 Freedom」は、核電気推進（ Nuclear Electric

Propulsion, NEP）を実証する画期的な宇宙船です。NEPシステムは、核分裂反応によ

って生成された熱を電力に変換し、その電力を用いて推進剤を加速して推力を生み出し

ます。これにより、従来の化学推進よりもはるかに効率的で高速な惑星間移動が可能と

なり、有人火星ミッションの所要時間を大幅に短縮し、貨物輸送能力を向上させること

が期待されます。

同時に、月面での持続的な活動を支えるため、「Lunar Reactor-1」が導入されます。

この小型核分裂炉は、約14日間に及ぶ長い月の夜の間、太陽光発電が利用できない状

況下でも、月面基地に安定した電力を供給することができます。これにより、月面での

科学研究、資源探査、および将来的な居住施設運営の基盤が確立されます。これらの原

子炉は、安全かつ信頼性の高い運用を可能にするために、厳格な設計基準とテストプロ

セスを経て開発されています。

背景・業界文脈

深宇宙探査や月・火星での長期滞在においては、太陽光発電の限界が顕在化していま

す。地球から遠ざかるほど太陽光の強度は低下し、惑星や月の夜間、あるいは砂嵐のよ

うな気象条件によって発電が中断されるリスクがあります。このような課題に対し、原

子力は高いエネルギー密度と継続的な電力供給能力を持つ唯一の解決策として浮上して

います。NASAの原子力への投資は、人類の宇宙進出の範囲と持続可能性を拡張するた

めの戦略的な一環です。



今後の展望

「Space Reactor-1 Freedom」と「Lunar Reactor-1」の成功は、宇宙探査における

原子力の役割を決定的に確立するでしょう。核電気推進は、将来の有人火星ミッション

や外太陽系への高速探査を可能にし、宇宙輸送のあり方を根本から変える可能性があり

ます。月面での核分裂発電は、持続可能な月面基地の運営を保証し、将来的には月資源

の利用や火星へのゲートウェイとしての月基地の発展に不可欠な要素となります。これ

らの技術は、人類が太陽系全体にその存在感を拡大するための基盤を築くものです。

元記事: https://www.nasa.gov/space-nuclear/

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.nasa.gov/space-nuclear/


#03 LGの宇宙グレード部品開発｜ヌリロケット搭載によ

るコスト削減と期間

概要

LGサイエンスパークは、LG Electronics、LG Innotek、LG Energy Solutionの5つ

の部品が、韓国のヌリロケットの5回目の打ち上げにおいてCubeSatに搭載され、宇

宙実証試験が実施されると発表しました。このプロジェクトは、地上で性能と信頼性

が実証済みの商用部品を宇宙グレードとして再利用することで、開発コストと期間を

大幅に削減することを狙っています。CubeSatは高度570kmの軌道に投入された後、

約60日間にわたり各部品の動作試験を順次実施します。このアプローチは、宇宙産業

におけるコスト効率の高い部品開発の新たな道を開きます。

公開日 2026年10月06日  Pulse by Maeil Business News Korea  韓国



詳細

主要成果

LGサイエンスパークは、LG Electronics、LG Innotek、LG Energy Solution傘下の5

つの部品が、韓国の国産ロケット「ヌリ（Nuri）」の5回目の打ち上げ時にCubeSatに

副ペイロードとして搭載され、宇宙実証試験が行われると発表しました。この革新的な

アプローチは、ゼロから宇宙グレード部品を開発するのではなく、既に地上で性能と信

頼性が検証されている製品を再利用することで、開発コストと期間を大幅に削減するこ

とを目指しています。CubeSatは高度570kmの低地球軌道に配備され、約60日間にわ

たり各部品の動作性能と耐久性が検証されます。

技術・製品詳細

搭載部品: LG Electronics、LG Innotek、LG Energy Solutionの3社から選定され

た合計5種類の部品が宇宙環境での試験対象となります。具体的な部品名は未公表で

すが、電子部品、センサー、バッテリーなどが含まれると推測されます。

搭載方法: これらの部品は、ヌリロケットの主ペイロードとともに打ち上げられる小

型衛星「CubeSat」に搭載されます。CubeSatは、標準化されたサイズとインター

フェースを持つ小型衛星であり、低コストで迅速な宇宙実証ミッションに活用されて

います。

軌道と試験期間: ヌリロケットの打ち上げ成功後、CubeSatは高度570kmの低地球

軌道に投入され、約60日間にわたって、真空、放射線、極端な温度変化といった宇

宙特有の厳しい環境下での各部品の機能性、信頼性、耐久性が詳細に試験されます。

開発コストと期間の削減: このプロジェクトの最大の焦点は、地上で商業用途として

実績のある製品を宇宙用途に転用する「New Space」のアプローチです。これによ

り、宇宙グレード部品をゼロから開発する際に必要となる莫大な研究開発費と数年単

位の開発期間を、大幅に短縮できる可能性が示されています。



背景・業界文脈

近年、宇宙産業は「New Space」と呼ばれる変革期を迎えており、民間企業の参入拡

大、打ち上げコストの低減、小型衛星技術の進歩が特徴です。これに伴い、宇宙システ

ムの開発コストと時間をいかに削減するかが、企業の競争力に直結する重要な課題とな

っています。特に、信頼性の高い宇宙グレード部品の確保は依然として高コスト要因で

すが、地上で実績のある商用オフザシェルフ（COTS）部品を宇宙環境で活用する試み

が世界的に広がりつつあります。LG関連企業のこの取り組みは、このCOTS部品利用の

トレンドを加速させるものであり、韓国の宇宙産業における新たな部品開発戦略を提示

しています。

今後の展望

LG関連企業による今回の宇宙実証ミッションは、韓国の宇宙産業にとって極めて重要

な意味を持ちます。もし地上で実証済みの部品が宇宙環境でも十分な性能と信頼性を示

すことができれば、将来的に韓国の宇宙開発プロジェクトにおいて、より低コストかつ

迅速に部品を調達する道が開かれます。これは、衛星、ロケット、月面探査機など、

様々な宇宙システムの開発を加速させ、韓国の宇宙技術競争力を強化することに貢献し

ます。さらに、この成功事例は、他の国や企業にもCOTS部品の宇宙利用を促進するイ

ンセンティブとなり、グローバルな宇宙産業全体のコスト効率向上に寄与する可能性が

あります。約60日間の試験結果は、今後の部品選定や開発戦略に大きな影響を与えるで

しょう。

元記事: https://finance.biggo.com/news/47f93f90-91a4-4f6f-8d5d-a2b98fb9b6b8

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://finance.biggo.com/news/47f93f90-91a4-4f6f-8d5d-a2b98fb9b6b8


#04 Google Project Suncatcher｜光通信の採用と

2027年までの計画

概要

Googleは、軌道上コンピューティングの最大の未解決課題はチップではなく「配

線」、すなわち衛星間の高速データ通信であると認識し、その解決策として光通信技術

を推進しています。同社の「Project Suncatcher」では、衛星が従来の無線周波数リ

ンクではなく、レーザーを介して通信する自由空間光リンク（FSO）を採用してお

り、これは単位電力あたりの帯域幅が大きく、スペクトルライセンスも不要という利

点があります。Googleは、この技術をさらに進化させるため、2027年までにさらに2

機の衛星を打ち上げる計画です。これにより、宇宙における大規模データセンターの

実現に向けた通信インフラが強化されます。

公開日 2026年10月03日  shattered.io  アメリカ



詳細

主要成果

Googleは、軌道上コンピューティングにおける最も困難な未解決問題は、高性能なAI

チップそのものではなく、むしろ衛星間を接続する「配線」、すなわち高速かつ大容量

のデータ通信であると明確に示しています。この課題を解決するため、同社は光通信を

次世代の基盤技術として推進しており、2027年までにさらに2機の衛星を追加で打ち上

げる計画です。

技術・臨床詳細

Googleの「Project Suncatcher」では、衛星間の通信に従来の無線周波数リンクでは

なく、レーザーを用いた自由空間光リンク（Free-Space Optical Link, FSO）を採用

しています。FSOは、単位電力あたりで無線よりもはるかに大きな帯域幅を提供できる

という決定的な利点があります。また、FSOは電磁スペクトルの利用に関するライセン

スが不要であるため、規制上の制約が少なく、より柔軟なネットワーク設計が可能で

す。これにより、軌道上でAI処理を行うための膨大なデータが、高速かつ効率的に衛星

間でやり取りされる基盤が構築されます。これは、Googleが既に低軌道に投入した

TPU搭載衛星の性能を最大限に引き出す上で不可欠な要素です。

背景・業界文脈

宇宙におけるデータ処理需要は、地球観測、宇宙状況認識、そして将来の軌道上データ

センターの実現に向けて急増しています。しかし、この需要に応えるためには、AIチッ

プの性能向上だけでなく、そのチップ間、あるいは衛星群間のデータ通信ボトルネック

を解消することが必須です。従来の無線通信では、周波数帯域の制約や干渉の問題があ

り、将来的なデータスループットのニーズを満たすことが困難になりつつあります。

Googleのアプローチは、この問題に対する戦略的な解決策を提示し、宇宙インフラの

次世代標準を確立しようとするものです。



今後の展望

Googleの光通信への注力と、さらなる衛星打ち上げ計画は、宇宙産業における通信技

術の進化を加速させるでしょう。より多くのデータが宇宙で生成・処理されるようにな

るにつれて、地上インフラへの依存度が低下し、宇宙空間での自律的なAIエコシステム

が構築されていく可能性があります。これは、データ伝送のコスト削減、セキュリティ

向上、そして地球上のユーザーへの低遅延サービス提供といった多岐にわたるメリット

をもたらします。最終的には、宇宙が地球上のデジタル経済の重要な拡張部分となる未

来を形作る上で、この「配線」技術が中心的な役割を果たすことになります。

元記事: https://shattered.io/google-suncatcher-planet-2-satellites-2027-2026/

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://shattered.io/google-suncatcher-planet-2-satellites-2027-2026/


#05 宇宙船耐熱シールドの溶融挙動｜AIとX線による可

視化と設計最適化

概要

科学者たちは、先進X線画像技術と人工知能（AI）を組み合わせた新手法を開発し、

宇宙船の耐熱シールドが大気圏再突入中に内部でどのように溶融・変形するかをリア

ルタイムで観察することに成功しました。この画期的な技術は、SLA-561VやSLA-

220といった材料が3,000°F（約1,650℃）を超える極限温度でどのように劣化し、内

部にボイド（空隙）が形成されるかを詳細に明らかにします。これにより、将来の宇

宙ミッションにおける耐熱シールドの設計と材料選択を最適化するための重要なデー

タが得られます。

公開日 2026年10月03日  NASA / Lawrence Berkeley National Laboratory / University

of Illinois Urbana-Champaign  アメリカ



詳細

主要成果

科学者チームは、最先端のX線画像技術とAIを融合させた革新的な手法を開発し、宇宙

船の耐熱シールドが大気圏再突入時に経験する極限状況下で、材料の内部構造がリアル

タイムでどのように変化し、溶融していくかを精密に可視化することに成功しました。

この成果は、耐熱シールドの性能を飛躍的に向上させるための重要な知見を提供しま

す。

技術・臨床詳細

この新手法では、Lawrence Berkeley National Laboratoryの先端光源施設で生成さ

れる高輝度X線と、University of Illinois Urbana-Champaignが開発したAIベースの画

像解析アルゴリズムが組み合わされています。研究では、航空宇宙産業で広く使用され

ている熱シールド材料であるSLA-561VとSLA-220が、3,000°F（約1,650℃）を超え

る温度に曝された際の内部構造変化が観察されました。従来の表面観測では不可能だっ

た、材料内部での劣化経路の差異や、熱による内部ボイド形成の動的なプロセスが明確

に捉えられました。これにより、材料のどの部分が最も早く、どのように熱的ストレス

に反応するかの詳細なメカニズムが解明されました。これらのデータは、熱シールドの

熱伝導率、密度、機械的特性の変化を正確にモデル化する上で不可欠です。

背景・業界文脈

宇宙船の大気圏再突入時には、機体は極超音速で移動し、外気との摩擦により数千度に

も達するプラズマ状態の熱に晒されます。この過酷な環境から宇宙飛行士や搭載機器を

保護するためには、熱シールドが不可欠です。しかし、熱シールドの性能評価はこれま

で主に事後分析やシミュレーションに頼ってきましたが、実際の内部挙動をリアルタイ

ムで観察することは極めて困難でした。今回のブレークスルーは、再突入時の物理プロ

セスに関する理解を深め、より信頼性が高く軽量な熱シールド材料の開発に道を開くも

のです。



今後の展望

このリアルタイムイメージング技術は、次世代の宇宙船、特に火星ミッションやさらに

遠い惑星探査ミッションで必要とされる、より高性能かつ堅牢な熱シールドの設計に直

接貢献します。研究者やエンジニアは、この新しい知見を活用して、材料の選択、層構

造の最適化、製造プロセスを改善し、宇宙船の安全性とペイロード能力を向上させるこ

とができます。将来的には、この技術が他の極限環境下での材料挙動解析にも応用され

る可能性を秘めており、航空宇宙以外の分野にも波及効果をもたらすことが期待されま

す。

元記事: https://www.bioscience.com.pk/en/subject/chemistry/nasas-spacecraft-shields-face-

3-000-f-heat-new-ai-imaging-reveals-what-happens-inside

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.bioscience.com.pk/en/subject/chemistry/nasas-spacecraft-shields-face-3-000-f-heat-new-ai-imaging-reveals-what-happens-inside
https://www.bioscience.com.pk/en/subject/chemistry/nasas-spacecraft-shields-face-3-000-f-heat-new-ai-imaging-reveals-what-happens-inside


#06 Artemis II・III｜月面隕石観測結果とStarlink通信

の導入状況

概要

Artemis IIミッションの飛行士は、月周回中に月面の暗い側で5つの微弱な隕石衝突閃

光を直接観測しました。この貴重なデータは、将来の月面基地の設計における隕石リ

スク評価に貢献します。一方、Artemis IIIミッションの準備も加速しており、エンジ

ン搭載作業が進行中であるほか、宇宙飛行士と地球間の通信にSpaceXのStarlink衛星

ネットワークを用いたレーザー通信技術の導入が検討されています。これらの進展

は、有人月探査の科学的成果と技術的信頼性を両面から高めるものです。

公開日 2026年10月07日  NASA Science  アメリカ



詳細

主要成果

Artemis IIミッションにおいて、飛行士たちは月周回軌道から月面の暗い側で5つの微

弱な隕石衝突閃光を直接観測するという貴重な科学的成果を挙げました。この観測デー

タは、月環境の理解を深め、将来の月面基地建設における隕石衝突リスク評価に不可欠

な情報を提供します。同時に、次の有人月着陸を目指すArtemis IIIミッションでは、エ

ンジン搭載作業が順調に進むとともに、SpaceXのStarlinkを活用した高速レーザー通

信の導入検討が進められています。

技術・臨床詳細

Artemis IIの飛行士は、月周回中に肉眼で月面に隕石が衝突した際の閃光を視認しまし

た。この観測は、月面衝突現象の頻度と規模に関する既存のモデルを検証する上で重要

な役割を果たし、月面に長期滞在する宇宙飛行士やインフラを保護するための戦略策定

に役立ちます。Artemis IIIの技術面では、主要な推進エンジンが宇宙船に統合され、月

着陸に向けたハードウェアの準備が着実に進んでいます。通信技術においては、

SpaceXのStarlink衛星ネットワークを利用したレーザー通信が検討されており、従来

の電波通信に比べてデータ伝送速度が大幅に向上し、高解像度の科学データやビデオを

リアルタイムで地球に送ることが可能になります。

背景・業界文脈

NASAのArtemisプログラムは、人類を再び月に送り込み、最終的には火星への道を開

くことを目標としています。Artemis IIは有人月周回飛行として、Artemis IIIは有人月

着陸ミッションとして、それぞれ重要な役割を担っています。月面環境の科学的理解

は、長期的な月面活動の安全と成功のために不可欠です。また、月面での活動が増える

につれて、地球との間での大容量・高速通信の需要が劇的に高まっています。Starlink

のような商用衛星コンステレーションを活用したレーザー通信は、この新たな通信要件

を満たすためのコスト効率と性能を両立させる有望なソリューションです。



今後の展望

Artemis IIの科学的観測成果は、月環境の特性解明に貢献し、Artemis III以降のミッシ

ョンにおける月面インフラ設計や運用計画に直接反映されるでしょう。特に、レーザー

通信技術の導入は、Artemis IIIの宇宙飛行士がこれまで以上に豊富な科学データをリア

ルタイムで共有し、ミッションの柔軟性と成功率を高める上で極めて重要です。これら

の進展は、月面での持続的な人間の存在、さらには火星への有人ミッション実現に向け

た技術的基盤を強化し、宇宙探査の新たな可能性を切り開きます。

元記事: https://science.nasa.gov/feature/artemis-ii-preliminary-lunar-science-report/

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://science.nasa.gov/feature/artemis-ii-preliminary-lunar-science-report/


#07 中国の再使用ロケット｜2026年の打ち上げ回数と

量産サイクルの現状

概要

中国は2026年1月から9月までに70回のロケット打ち上げを成功させ、過去最高の記

録を樹立しました。特に商業宇宙企業が再使用型ロケット技術と衛星サービスを急速

に発展させており、CAS Spaceはロケットの組み立てサイクルを15日に短縮、

LandSpaceは「朱雀3号Y2」で制御着陸回収を成功させました。また、CAS Space

は2027年第1四半期に再使用型準軌道ロケット「利鴻2号」で医薬品結晶化実験を行

う計画で、中国の宇宙産業が打ち上げ能力と先進技術で世界の最前線に躍り出ていま

す。

公開日 2026年10月04日  Friends of NASA  中国



詳細

主要成果

中国の商業宇宙産業は、2026年1月から9月までの間に70回のロケット打ち上げを記

録し、過去最高のペースを樹立しました。この急成長は、商業企業による再使用型ロケ

ット技術の急速な発展と、低軌道（LEO）衛星インターネットサービスの拡充、さらに

は軌道上での医薬品実験など、幅広い分野での技術革新によって牽引されています。特

に、LandSpace社は再使用型ロケット「朱雀3号Y2」で制御着陸回収に成功し、CAS

Space社はロケットの組み立てサイクルをわずか15日に短縮するなど、量産化と効率化

が飛躍的に進んでいます。

技術・臨床詳細

中国の宇宙産業は、多様な再使用型ロケット技術の実証を加速させています。

LandSpace社の「朱雀3号Y2」は、2026年8月に垂直着陸・再回収を成功させ、

SpaceXのFalcon 9に匹敵する能力を示しました。中国航天科技集団（CASC）の「長

征10号B」も2026年7月に海上でのネット回収に成功し、異なるアプローチでの再使

用技術を確立しています。また、CAS Space社は、2027年第1四半期に再使用型準軌

道ロケット「利鴻2号」にタンパク質結晶化実験ペイロードを搭載する計画を発表して

おり、微小重力下での医薬品研究も視野に入れています。これらの技術進展は、打ち上

げコストの大幅な削減と、宇宙へのアクセス頻度の向上に直結します。

背景・業界文脈

中国は、国家レベルの強力な支援と民間企業の活発な参入により、世界の宇宙産業にお

ける主要プレーヤーとしての地位を確立しています。国内需要の増加、特に衛星インタ

ーネットコンステレーションの構築に向けた需要が、ロケット打ち上げ数の増加と技術

革新を後押ししています。海南省に新たに開設された商業宇宙打ち上げ拠点の運用開始

も、打ち上げ能力の強化に貢献しています。再使用型ロケット技術の確立は、宇宙への

障壁を下げ、商業的な宇宙活動を一層加速させる上で不可欠な要素であり、中国は米国

と並び、この分野で最先端を走っています。



今後の展望

中国の商業宇宙産業の目覚ましい発展は、今後も続くと予想されます。再使用型ロケッ

ト技術の成熟と量産化の進展により、打ち上げコストはさらに低下し、より多くの企業

や研究機関が宇宙空間を利用できるようになるでしょう。特に、微小重力下での医薬品

や新材料製造といった軌道上実験は、宇宙経済に新たな価値をもたらす可能性がありま

す。中国の取り組みは、国際的な宇宙産業の競争環境を激化させると同時に、宇宙技術

の進歩と宇宙利用の多様化を世界規模で促進する重要な原動力となるでしょう。

元記事: https://www.friendsofnasa.org/2026/10/chinas-rocket-launches-hit-record-as.html

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.friendsofnasa.org/2026/10/chinas-rocket-launches-hit-record-as.html


#08 Google TPU｜SpaceXによる初の軌道上試験と

2027年の計画

概要

Googleは、宇宙空間でのAIデータセンター実現を目指す「Project Suncatcher」の

一環として、AI半導体Tensor Processing Unit（TPU）を搭載した試験衛星を

SpaceXのFalcon 9ロケットで軌道へ打ち上げました。これは、AIチップの性能と真

空および放射線という極限環境下での放熱性を検証するための初の軌道上試験となり

ます。Googleは2027年にさらに2機の衛星を打ち上げ、軌道上のデータセンターに不

可欠な衛星間レーザー通信のテストを計画しており、宇宙におけるAIインフラの構築

を本格化させます。この試験は、将来の宇宙AIコンピューティングの実現に向けた重

要な一歩となります。

公開日 2026年10月02日  CHOSUNBIZ  韓国



詳細

主要成果

Googleは、SpaceXのFalcon 9ロケットを使用して、同社のAI半導体であるTensor

Processing Unit (TPU) を搭載した試験衛星を軌道に投入し、宇宙空間でのAIデータ

センター構想「Project Suncatcher」の初の軌道上試験を開始しました。このミッシ

ョンは、AIチップが宇宙の過酷な環境（放射線、真空、熱放散）でどのように機能する

かを検証することを目的としています。

技術・臨床詳細

打ち上げられた試験衛星は、Googleが独自開発したAIハードウェアを搭載しており、

宇宙でのAI演算能力と、真空環境下での効率的な熱放散技術の実現可能性を評価しま

す。従来のデータセンターが抱える電力消費や冷却に関する課題を、宇宙の低重力・真

空環境で解決することを目指しています。特に、高速な光インターサテライトリンク

（衛星間通信）の確立と、ロケット打ち上げに伴う環境負荷の低減が主要な技術課題と

して挙げられています。Googleは、2027年にはさらに2機の衛星を打ち上げ、軌道上

のデータセンターに不可欠な衛星間レーザー通信技術のテストを進める予定です。

背景・業界文脈

宇宙におけるデータセンターのアイデアは、Elon Musk氏のような先見の明を持つ起業

家によって提唱されてきましたが、Googleが「Project Suncatcher」を通じて具体的

な行動に移したことで、この構想の実現性が大きく高まりました。地球上のデータセン

ターは、膨大なエネルギー消費と冷却システムへの依存が課題となっており、宇宙空間

での運用はこれらの課題に対する革新的な解決策となる可能性があります。特に、宇宙

でのAI処理能力は、地球観測データのリアルタイム解析、宇宙探査ミッションの自律性

向上、そして将来の月・火星基地運用における現地データ処理に革命をもたらす可能性

を秘めています。



今後の展望

Googleのこの初期段階の試験は、将来的に宇宙空間に分散型AIデータセンターネット

ワークを構築するための基盤を築くものです。これにより、データ伝送の遅延を大幅に

削減し、地球から遠隔の宇宙ミッションでのリアルタイムな意思決定を可能にします。

また、超高速の衛星間レーザー通信技術が確立されれば、地球と宇宙間のデータスルー

プットが劇的に向上し、新たな宇宙ビジネスや科学研究の機会が生まれることが期待さ

れます。宇宙環境でのAIハードウェアの信頼性と効率性を確立することは、宇宙産業全

体の発展に寄与する重要なマイルストーンとなるでしょう。

元記事: https://biz.chosun.com/en/en-it/2026/10/02/V5USPGIS75AXVBR2B5A4PMSMUA/

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://biz.chosun.com/en/en-it/2026/10/02/V5USPGIS75AXVBR2B5A4PMSMUA/


#09 Blue Origin Power Tower｜NASA月面基地向け

10kW超発電の性能

概要

Blue Originは、NASAの将来の月面基地向けに、20メートル級の垂直展開型太陽電池

アレイ「Power Tower」を発表しました。このタワーは、月の南極において10キロワ

ット（kW）以上の電力を生成するように設計されており、複数のタワーを連結するこ

とで広範な月面電力ネットワークを構築可能なモジュール式アーキテクチャを採用し

ています。この技術は、Blue Originの子会社であるHoneybee RoboticsがNASAの

Vertical Solar Array Technology (VSAT) プログラムの下で進めてきた既存の研究開

発を基盤としており、月面での持続可能な活動を支える重要なインフラとなります。

公開日 2026年10月05日  (Implied various news outlets reporting on Blue Origin's

announcement)  アメリカ



詳細

主要成果

Blue Originは、NASAの将来の月面基地、特に月の南極での運用を想定し、20メート

ル級の垂直展開型太陽電池アレイ「Power Tower」を発表しました。このシステム

は、10キロワット（kW）以上の電力を生成する能力を持ち、月面における持続可能な

エネルギー供給の実現に向けた重要な一歩となります。

技術・臨床詳細

「Power Tower」は、モジュール式アーキテクチャを採用しており、複数のタワーを連

結することで、より広範な月面電力ネットワークを構築することが可能です。月の南極

は、日光が常に当たる「光の峰」と、永久影のクレーターが存在する独特の環境を持

ち、このエリアでのエネルギー供給は、水の氷などの貴重な資源へのアクセスを可能に

する上で極めて重要です。Power Towerの技術は、Blue Originの子会社である

Honeybee Roboticsが、NASAのVertical Solar Array Technology (VSAT) プログ

ラムの下で進めてきた垂直型太陽電池アレイに関する先行研究を基盤としています。こ

の展開型システムは、限られた打ち上げペイロード内で効率的に運搬され、月面で自律

的に展開できることが特徴です。月の表面での運用は、地球上のエネルギーシステムと

は異なり、熱サイクル、放射線、レゴリス（月面塵）といった過酷な環境要因への耐久

性が求められます。

背景・業界文脈

NASAのアルテミス計画など、人類の月面帰還とその後の月面基地建設の目標が掲げら

れる中、安定した電力供給は月面での長期滞在や活動に不可欠な要素です。地球からの

物資輸送は非常に高コストであるため、月面での資源利用（ In-Situ Resource

Utilization, ISRU）と現地でのエネルギー生成が重視されています。Blue Originの

Power Towerは、この課題に対する具体的なソリューションを提供し、月面における

インフラ構築の初期段階を支えるものです。また、月面での原子力発電システムも研究

されていますが、太陽光発電は初期段階での迅速な展開と比較的低リスクな運用が可能

であり、両者は相補的な役割を果たすと考えられます。



今後の展望

Blue Originの「Power Tower」は、月の南極地域での水氷採掘やその他の資源利用活

動を可能にするために、重要な電力供給源となるでしょう。複数のタワーを展開するこ

とで、電力需要の増加に対応し、将来的に拡大する月面基地や探査ミッションをサポー

トすることが期待されます。この技術は、月面での長期的な人間の存在を可能にするた

めの重要なインフラであり、月経済の発展にも寄与します。また、この展開型太陽電池

アレイの技術は、将来的には火星やその他の天体探査ミッションにおけるエネルギーソ

リューションへの応用も視野に入っています。

元記事: https://starlust.org/blue-origin-unveils-giant-power-tower-to-generate-solar-energy-

for-nas-as-moon-base/

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://starlust.org/blue-origin-unveils-giant-power-tower-to-generate-solar-energy-for-nas-as-moon-base/
https://starlust.org/blue-origin-unveils-giant-power-tower-to-generate-solar-energy-for-nas-as-moon-base/


#10 月面3Dプリンティング｜レゴリスと再生PEKK樹脂

を用いた材料の課題

概要

コンコルディア大学の研究チームは、月のレゴリス模擬物と再生可能な高性能プラス

チック（PEKK）を組み合わせることで、将来の月面ミッション向け3Dプリント部品

を製造できることを実証しました。学術誌『Composites Part B: Engineering』に

掲載されたこの研究は、レゴリス添加が熱処理中の収縮と反りを低減する一方で、多

孔性と脆性が増加することを発見しました。この閉ループアプローチは、月面でのオ

ンサイト製造における持続可能性に貢献しますが、材料特性の最適化が今後の課題で

す。

公開日 2026年10月06日  Concordia University / EurekAlert!  カナダ



詳細

主要成果

コンコルディア大学の研究チームは、月のレゴリス模擬物と再生された高性能プラスチ

ックであるポリ（エーテルケトンケトン）（PEKK）を組み合わせることで、将来の月面

ミッションで利用される構造部品を3Dプリントできることを実証しました。この画期

的な研究は、月面でのオンサイト製造（In-situ Resource Utilization: ISRU）を可能に

し、地球からの物資輸送に依存しない持続可能な宇宙探査の実現に大きく貢献する可能

性を秘めています。

技術・材料詳細

複合材料の構成: 研究では、月のレゴリスを模倣した模擬土壌と、高強度・耐熱性を

持つ熱可塑性樹脂PEKKを混合して使用しました。PEKKは、航空宇宙分野で広く用

いられる高性能ポリマーであり、リサイクルすることでコスト削減と環境負荷低減に

寄与します。

3Dプリントプロセス: これらの複合材料は、積層造形（3Dプリンティング）技術を

用いて部品として成形されました。3Dプリンティングは、複雑な形状の部品を効率

的に製造できるため、月面基地建設において特に有効です。

材料特性の発見: 『Composites Part B: Engineering』誌に掲載された研究結果に

よると、レゴリス模擬物をPEKKに添加することで、材料の熱処理中に発生する収縮

と反りが効果的に抑制されることが分かりました。これは、大型構造物の高精度な

3Dプリントに有利な特性です。一方で、レゴリス添加は材料の多孔性を増加させ、

脆性を高めるという課題も明らかになりました。

閉ループ製造アプローチ: 地球から材料を運ぶ代わりに、月面に存在するレゴリス

と、廃棄されたプラスチックをリサイクルして利用することで、資源の現地調達と再

利用を組み合わせた持続可能な「閉ループ」製造システムが実現可能です。



背景と業界文脈

月や火星への有人探査が本格化する中、地球から建設資材や消耗品を輸送するコストと

物流の課題は極めて大きく、持続可能な宇宙探査の大きな障壁となっています。このた

め、月面に存在する資源を現地で活用するISRU（In-situ Resource Utilization）技術

の開発が世界的に注目を集めています。特に3Dプリンティングは、ISRU技術と組み合

わせることで、月面で必要な部品や構造物をその場で製造できる可能性を拓きます。こ

れにより、輸送コストを劇的に削減し、ミッションの自律性と柔軟性を高めることがで

きます。コンコルディア大学の研究は、このISRUと3Dプリンティングの融合を具体的

な材料科学の進歩によって前進させるものであり、将来の月面基地建設や長期居住を見

据えた国際的な取り組みの中で重要な位置を占めます。

今後の展望

本研究は、月面でのインフラ建設における重要な一歩を示しましたが、材料の多孔性と

脆性の課題を解決し、実用的な強度と耐久性を持つ構造物を製造するためには、さらな

る材料科学的最適化が必要です。将来的には、レゴリスとプラスチック複合材料の組成

比の調整、異なる種類の再生プラスチックの探索、あるいは製造プロセスの改良によ

り、これらの課題が克服されることが期待されます。この技術が成熟すれば、月面での

シェルター、着陸パッド、道路、さらには太陽光発電パネルの構造体など、多岐にわた

るインフラ構築に利用されるでしょう。月面自律製造の実現は、人類の宇宙進出を加速

させる上で不可欠な技術であり、この研究はその実現に向けた具体的なロードマップを

提供します。

元記事: https://www.concordia.ca/news/stories/2026/10/06/simulated-moon-soil-and-

recyclable-thermoplastics-could-help-build-future-space-infrastructure-study-shows.html

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.concordia.ca/news/stories/2026/10/06/simulated-moon-soil-and-recyclable-thermoplastics-could-help-build-future-space-infrastructure-study-shows.html
https://www.concordia.ca/news/stories/2026/10/06/simulated-moon-soil-and-recyclable-thermoplastics-could-help-build-future-space-infrastructure-study-shows.html


#11 Versal AI Core XQRVC1902｜AMDの宇宙用

SoC、量産時期と性能

概要

AMDは、最長15年間の宇宙ミッションをサポートする強化された宇宙グレードパッ

ケージのVersal AI Core XQRVC1902適応型SoCのサンプル出荷を開始しました。

この放射線耐性チップは、プログラマブルロジック、AIエンジン、Armコアを統合

し、軌道上および月面での高性能なオンボード処理を実現します。このパッケージ

は、熱的および機械的ストレスを軽減するために先進的な有機リッドレスアーキテク

チャを採用しており、Class Y飛行認定ユニットは2027年後半に出荷される予定で

す。

公開日 2026年10月06日  shattered.io  アメリカ



詳細

主要成果

AMDは、宇宙ミッション向けに設計された最長15年間の運用寿命を持つ、強化された

宇宙グレードパッケージのVersal AI Core XQRVC1902適応型SoC（System-on-

Chip）のサンプル出荷を開始しました。この画期的な放射線耐性チップは、プログラマ

ブルロジック、高性能AIエンジン、およびArmコアを統合しており、衛星や月面探査機

といった宇宙環境での高度なオンボードデータ処理能力を飛躍的に向上させます。

技術・製品詳細

Versal AI Core XQRVC1902適応型SoC: このSoCは、FPGA（Field-

Programmable Gate Array）の柔軟性と、高性能AIアクセラレータ、そして汎用

CPUであるArmコアを組み合わせたハイブリッドアーキテクチャを採用していま

す。これにより、画像処理、信号処理、AI推論など、複雑で多様な宇宙アプリケーシ

ョンにリアルタイムで対応できます。

15年間の長寿命設計: 宇宙ミッションは通常、数年から数十年に及ぶため、コンポー

ネントの信頼性と耐久性は極めて重要です。XQRVC1902は、長期ミッションの過

酷な環境に耐えうるように設計されており、ミッション全体の寿命を延ばすことに貢

献します。

放射線耐性パッケージ: 宇宙空間では、地球上ではほとんど問題にならない高エネル

ギー粒子や宇宙線による放射線が常に存在します。このSoCは、放射線による誤作動

や損傷を防ぐための特殊な設計と、先進的な有機リッドレス（lidless）パッケージン

グ技術を採用しています。このパッケージは、熱的・機械的ストレスを軽減し、過酷

な宇宙環境でのチップの完全性を維持します。

Class Y飛行認定: 2027年後半には、航空宇宙用途で最も厳しい基準の一つである

Class Y飛行認定を受けたユニットが出荷される予定です。これは、製品が極めて高

い信頼性と安全性を満たしていることを意味します。



背景と業界文脈

近年、宇宙産業は、地球観測、通信、ナビゲーション、そして深宇宙探査に至るまで、

その応用範囲を急速に広げています。これらのミッションでは、生のセンサーデータを

地球に送信するのではなく、衛星上で直接処理する「オンボード処理」の需要が高まっ

ています。オンボード処理は、通信帯域の節約、データ送信遅延の短縮、そして地球上

でのデータ処理負荷の軽減といった大きなメリットをもたらします。しかし、宇宙の過

酷な環境（極端な温度変化、振動、放射線）は、商用オフザシェルフ（COTS）部品の

使用を難しくし、特殊な宇宙グレード部品の需要を生み出しています。AMDのこの新

製品は、このオンボード処理の進化と、宇宙グレード半導体への高まる市場ニーズに応

えるものです。特にAI処理能力の統合は、リアルタイム分析や自律運用が求められる次

世代の宇宙システムにとって不可欠な要素となります。

今後の展望

AMDのVersal AI Core XQRVC1902は、将来の宇宙ミッション、特にAIと高性能コン

ピューティングが不可欠な分野において、中心的な役割を果たすことが期待されます。

地球観測衛星によるリアルタイム異常検知、宇宙デブリの自律追跡・回避、惑星探査車

の自律ナビゲーション、さらには軌道上でのデータセンターや製造施設の運用管理な

ど、多岐にわたるアプリケーションが考えられます。このチップは、宇宙システムの

「知能化」を加速させ、より複雑で自律性の高いミッションの実現を可能にします。

Class Y認定を受けた製品が市場に投入されれば、宇宙産業における高性能コンピュー

ティングの新たな標準を確立し、イノベーションをさらに推進するでしょう。

元記事: https://shattered.io/amd-space-grade-versal-xqrvc1902-15-year-missions-2026/

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://shattered.io/amd-space-grade-versal-xqrvc1902-15-year-missions-2026/


#12 RocketAgentとは｜液体ロケットエンジン設計を

自動化するAIエージェント

概要

arXivに発表された「RocketAgent」に関する論文は、液体ロケット推力室の多分野

設計を自動化する長期間エンジニアリングエージェントを紹介しています。このAIコー

ディングエージェントは、要件定義から冷却システム再設計、インジェクタ探索を含む

多物理評価まで、設計プロセス全体を管理する能力をシミュレーションケースで実証

しました。本研究は、複雑な産業製品設計における知識に基づいた概念選択とAI支援

検証の共同実行のギャップを埋めるものです。

公開日 2026年10月05日  arXiv  国際



詳細

主要成果

arXivに掲載された研究論文が、液体ロケット推力室の多分野設計プロセスを自動化す

る長期間エンジニアリングエージェント「RocketAgent」を発表しました。この革新

的なAIエージェントは、設計要件定義から、冷却システムの再設計、インジェクタ（噴

射器）の探索を含む多物理評価まで、複雑な設計ワークフロー全体をシミュレーション

ベースのケーススタディで首尾よく管理できることを実証しました。

技術・臨床詳細

RocketAgentのアーキテクチャは、様々な設計メカニズムとシームレスに接続するよ

うに設計されており、これによりロケット推力室のような複雑なシステムの開発が大幅

に効率化されます。特に注目すべきは、AIコーディングエージェントが、従来は人間が

行っていた高度なエンジニアリング判断を支援・実行できる点です。具体的には、熱管

理のための冷却経路の最適化や、燃料と酸化剤の混合効率を高めるインジェクタ設計の

探索など、複数の物理的制約が絡み合うタスクに対応します。これにより、設計サイク

ル時間の短縮と、性能向上が期待されます。

背景・業界文脈

現代のロケットエンジン設計は、推進力、熱管理、構造健全性など、多岐にわたる専門

分野の知識が要求される極めて複雑なプロセスです。従来の設計手法では、各分野の専

門家間の連携や、膨大なシミュレーションと試行錯誤が必要とされ、時間とコストがか

かるボトルネックとなっていました。RocketAgentは、この複雑な産業製品設計にお

ける共同実行のギャップを埋めることを目的としています。特に、知識に基づいた概念

選択とAIによる検証は、設計の初期段階での意思決定の質を高め、後工程での手戻りを

削減する上で極めて重要です。



今後の展望

RocketAgentのようなAI駆動型設計エージェントの導入は、宇宙航空産業における製

品開発のあり方を根本的に変革する可能性を秘めています。設計の自動化と最適化が進

むことで、より高性能かつ信頼性の高いロケットエンジンの開発が加速し、宇宙探査や

商業宇宙輸送のコスト削減と安全性の向上に寄与することが期待されます。将来的に

は、このようなエージェントが、ロケットエンジンだけでなく、航空機、自動車、医療

機器など、他の複雑な産業製品の設計にも応用され、エンジニアリング分野全体に広範

な影響を与える可能性を秘めています。

元記事: https://arxiv.org/html/2610.06044v1

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://arxiv.org/html/2610.06044v1


#13 Power Tower｜Blue Originの月面太陽光発電、

10kW超の供給性能

概要

Blue Originは、月面基地向けに設計された高さ20メートルの自立型太陽光発電システ

ム「Power Tower」を公開し、地上での展開試験映像を披露しました。このシステム

は、月面環境で10kWを超える電力を供給することが可能であり、将来の月探査ミッ

ションにおける持続的な電力供給の基盤となります。軽量かつモジュール式のアーキ

テクチャを採用し、LAMPS技術から進化しており、月面への輸送と展開の容易さを追

求しています。これは、有人月面活動を支える重要なインフラ技術の実証です。

公開日 2026年10月06日  New Atlas  アメリカ



詳細

主要成果

Blue Originは、月面基地における持続的な電力供給を目的とした、高さ20メートル級

の自立型太陽光発電システム「Power Tower」を発表し、地上での自動展開試験の成

功映像を公開しました。この画期的なシステムは、月面環境で10kWを超える安定した

電力を供給する能力を持つことを実証しました。これは、将来のアルテミス計画を含む

有人月探査ミッションにおいて、電力インフラの課題を解決する重要な一歩となりま

す。

技術・臨床詳細

Power Towerは、軽量なモジュール式アーキテクチャを特徴とし、折りたたんだ状態で

月面輸送船に搭載され、月面に到着後、自動的に垂直に展開されます。その20メートル

という高さは、月面の太陽光を効率的に集めると同時に、月面ダスト（レゴリス）によ

るパネルの汚染リスクを低減する設計思想に基づいています。このシステムは、以前か

ら開発されてきたLunar Advanced Multi-purpose Power System（LAMPS）技術

から進化しており、過酷な月面環境下での耐久性と運用信頼性が重視されています。展

開試験では、複雑なメカニズムが正確に動作し、システムが設計通りに自立することを

明確に示しました。提供可能な10kW以上の電力は、月面居住モジュール、生命維持シ

ステム、科学実験装置、さらにはレゴリス採掘装置などの運用を可能にします。

背景・業界文脈

月面への恒久的な有人拠点の建設は、宇宙探査の次の大きな目標の一つであり、その実

現には安定した電力供給が不可欠です。これまで、月面電力ソリューションは原子力発

電や小型の太陽光パネルに焦点が当てられてきましたが、それぞれに輸送コストや規

模、昼夜のサイクルといった課題がありました。Blue OriginのPower Towerは、太陽

光発電の利点を活かしつつ、月面の厳しい環境に適応する新たなアプローチを提示しま

す。これは、月面の昼間を通じて継続的な電力を供給するソリューションとして、

NASAの商業月面輸送プログラム（CLPS）などの月探査構想と密接に連携し、宇宙開

発企業が月経済の確立に向けた具体的なインフラ構築を加速していることを示していま

す。



今後の展望

Power Towerの地上試験成功は、月面での大規模な電力供給インフラの実現可能性を

高めるものです。今後、Blue OriginはNASAや他の国際パートナーと協力し、このシス

テムの月面実証を目指すことが予想されます。将来的には、複数基のPower Towerを組

み合わせることで、さらに大規模な電力ネットワークを構築し、月面における広範な活

動をサポートする可能性があります。このような自立型電力システムは、月面での資源

利用、科学研究、そして最終的には長期滞在型月面基地の建設に向けた基盤技術とし

て、宇宙産業全体に多大な影響を与えるでしょう。月が単なる探査対象から、持続的な

活動が可能な拠点へと変貌を遂げる上で、Power Towerは不可欠な要素となり得ます。

元記事: https://newatlas.com/space-systems/blue-origin-power-tower-solar-moon-bases/

収集日: 2026年10月09日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://newatlas.com/space-systems/blue-origin-power-tower-solar-moon-bases/

